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り
の
こ
え

とと

こ
の
り

え

と
Ｗ
Ｒ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト 
開
催
さ
れ
る

希
望
の
あ
っ
た
五
ク
ラ
ス
よ

り
八
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま

し
た
。「
た
べ
る
」を
テ
ー
マ
に
、

各
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
分
程
度

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
後
、
一
〇
分
程
度
、
フ

ロ
ア
ー
の
参
加
者
と
の
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

去
る
二
〇
一
〇
年
一
二
月

一
八
日
（
土
）、
成
城
大
学
三

号
館
三
二
二
教
室
に
お
い
て
、

第
二
回
Ｗ
Ｒ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
全
学
共
通
教
育
科
目

Ｗ
Ｒ
Ｄ
の
ク
ラ
ス
か
ら
参
加

審
査
は
、
合

計
四
人
の
審
査

員
に
よ
っ
て

「
テ
ー
マ
性
」

「
内
容
」「
構

成
」
な
ど
の
審

査
項
目
に
沿
っ

て
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
グ

ル
ー
プ
と
し
て

の
結
果
は
、
以

下
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
活

躍
が
見
ら
れ
た
個
人
に
対

し
て
、「
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
」
な
ど
の
個
人
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
表
彰

に
先
立
っ
て
、
各
審
査
委
員

の
先
生
方
全
員
か
ら
、
一
つ

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て

詳
細
な
講
評
を
し
て
い
た
だ

き
、
学
生
達
は
、
メ
モ
を
と

る
な
ど
し
な
が
ら
熱
心
に
聞

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た

こ
と
は
、
質
の
高
い
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
多
か
っ
た

証
拠
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

来
年
度
も
、同
時
期（
一
二
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　『とりのこえ』では、みなさまからのご意

見やご感想、共通教育（教養教育、初年次

教育など）にまつわる話題や原稿などを募

集しております。詳細は、本センター（2

頁参照）までお願いいたします。

ご意見・ご感想・寄稿募集

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
比
べ
て
、

フ
ロ
ア
ー
の
学
生
か
ら
の
質

問
や
意
見
な
ど
の
発
言
が
多

く
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
、『「
ベ

ス
ト
質
問
賞
」
と
い
う
個
人

賞
が
贈
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
』
旨
の
こ
と
を
告
知
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

互
い
に
積
極
的
に
発
言
を
し

あ
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
評

価
で
き
る
で
し
ょ
う
。
様
々

な
質
問
や
意
見
が
飛
び
交
う

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

む
し
ろ
質
の
高
い
プ
レ
ゼ
ン

第２回 WRD プレゼンテーションコンテスト

結　　果

 ◆優勝
　 ラッキーイレブン（経済・法 WRD4・金 3：東谷護：

　　　鈴木・寺川・塩沢・岡田・大野・本波・本田・永島・

　　　荒井・鶴巻・山本）

　　　　『本当にコンビニは便利であるのか』

 ◆準優勝
　　チームはやお（文芸 WRD10・水 4：師玉真理：

　　　平島・齋藤・細野・今西・山口）

　　　　『ジブリの食べ物』

 ◆３位
　　教授チーム（文芸 WRD10・水 4：師玉真理：

　　　綿谷・川上・八田・服部・深沢）

　　　　『新しいコンセプトのレストラン』

 ◆４位
　　チームあるちぅ（経済・法 WRD2・水 4：阿部勘一：

　　　大澤・藤平・原・篠原・刑部・中井・解良・田中・

　　　渡部・富安）

　　　　『酒とコミュニケーション』

　　※１（　）はクラス・開講曜限と担当教員・メンバー
　　※ 2　残り4チームには「努力賞」を贈呈

 ★審査員（五〇音順・敬称略）

　　飯間 浩明（早稲田大学非常勤講師、

                             『三省堂国語辞典』編集委員）

　　桑田 学（神奈川工科大学非常勤講師）

　　周東 美材（成城大学非常勤講師）

　　太子堂 正称（東洋大学経済学部准教授）

月
三
週
目
の
土
曜
日
）
に
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
今
回
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
内
容
を
ま
と
め
た
報
告
書

を
作
成
し
、
三
月
末
に
発
行

す
る
予
定
で
す
（
経
済
学

部
・
阿
部
勘
一
）。
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去
る
二
〇
一
〇
年
一
二
月

四
日
（
土
）、
成
城
大
学
三
号

館
三
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、

共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の

主
催
で
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
告

知
が
開
催
一
ヶ
月
を
切
っ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

橋
大
学
を
は
じ
め
他
大
学
の

教
員
や
大
学
院
生
、
出
版
社

の
編
集
者
な
ど
、
外
部
の
方

の
参
加
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
一
橋
大
学
国

際
教
育
セ
ン
タ
ー
・
大
学
院

言
語
社
会
学
研
究
科
の
石
黒

圭
准
教
授
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
石
黒
先
生
は
、
日
本
語

に
関
す
る
専
門
書
を
著
す
と

と
も
に
、『
文
章
は
接
続
詞

で
決
ま
る
』（
光
文
社
新
書
）

な
ど
の
啓
蒙
書
も
書
か
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

石
黒
先
生
の
話
に
先
立

ち
、
Ｗ
Ｒ
Ｄ
科
目
専
門
部
会

長
の
小
島
孝
夫
教
授
（
文
芸

学
部
）
か
ら
開
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
東
谷
護
准

教
授
（
文
芸
学
部
）
か
ら
、

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
問
題
提
起

が
さ
れ
ま
し
た
。
東
谷
先
生

は
、「
現
在
、
初
年
次
教
育

に
関
す
る
書
籍
が
多
く
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く

が
単
純
な
文
章
の
書
き
方
や

構
成
の
仕
方
と
い
っ
た
紋
切

り
型
の
も
の
で
あ
る
」
と
指

摘
し
、
そ
の
上
で
、
わ
れ
わ

れ
が
学
生
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
「
効
果
的
」
な
文
章
指

導
を
す
べ
き
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
と
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
提
起
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
石
黒
先
生
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
黒
先
生
は
、
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
め

に
、
早
稲
田
大
学
で
担
当
さ

れ
て
い
る
授
業
で
学
生
に
レ

ポ
ー
ト
を
課
し
、
そ
の
レ

ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
学
生

の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る
問
題

を
、「
形
式
面
の
問
題
」「
内

容
面
の
問
題
」
に
大
別
し
て

分
析
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
本
来
は
、
こ
の
二
つ
の

問
題
を
両
輪
の
も
の
と
し
て

指
導
す
る
の
が
好
ま
し
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に

ど
ち
ら
か
一
方
に
力
点
が
置

か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
石
黒

先
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
言
語
の
専
門
家
が
文
章
指

南
書
を
書
く
場
合
、
形
式
面

の
記
述
に
偏
り
、
内
容
面
の

問
題
に
触
れ
な
い
傾
向
」
が

あ
り
、
反
面
、
各
分
野
の
専

門
家
の
場
合
、「
内
容
面
の

問
題
は
適
切
に
指
導
で
き
る

が
、
形
式
面
の
指
摘
を
す
る

場
合
、
言
語
事
実
に
合
わ
な

い
、
誤
り
の
多
い
も
の
に
な

る
傾
向
」
が
あ
る
と
言
い
ま

す
。
指
導
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
組
む
場
合
、
言
語
の
専
門

家
と
各
分
野
の
専
門
家
が
協

力
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

築
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
、

石
黒
先
生
は
説
き
ま
す
。

　
「
内
容
面
の
問
題
」
に
関

し
て
、
石
黒
先
生
の
指
摘
で

特
に
興
味
深
い
の
は
、「
答

え
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ

る
か
」
と
い
う
問
題
で
す
。

こ
れ
は
、
現
在
よ
く
問
題
に

な
る
「
参
考
文
献
と
引
用
の

問
題
」
と
関
係
し
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
「
コ
ピ
ペ
（
パ
ソ
コ

ン
上
で
の
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー

ス
ト
＝
貼
付
）」
の
問
題
と

も
絡
み
ま
す
が
、
一
般
の
辞

書
類
か
ら
の
引
用
は
も
ち
ろ

ん
、
引
用
文
献
、
引
用
箇
所

を
明
示
は
し
て
い
る
が
引
用

だ
け
に
終
始
す
る
レ
ポ
ー

ト
、
引
用
と
自
身
の
意
見
と

の
区
別
が
付
か
な
い
レ
ポ
ー

ト
な
ど
が
少
な
く
な
い
と
い

う
指
摘
を
、
石
黒
先
生
は

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
石
黒
先
生
は
、
引
用
に

終
始
す
る
（
引
用
を
中
心
と

す
る
）
レ
ポ
ー
ト
は
、「『
研

究
』
で
は
な
く
『
勉
強
』
で

あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、「
じ

つ
は
、『
研
究
』
で
は
な
く
、

『
勉
強
』
を
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
は
教
師
か
も
し
れ

な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
教
師
が
、「『
研
究
』

と
『
勉
強
』
を
区
別
し
て
」、

課
題
を
「
提
示
す
る
習
慣
を

持
た
な
い
と
、
学
生
が
そ
の

二
つ
を
混
同
し
て
し
ま
う
」

と
い
う
指
摘
は
、
目
か
ら
鱗

が
落
ち
る
も
の
で
し
た
。

　

石
黒
先
生
の
講
演
の
後
、

参
加
者
に
よ
る
全
体
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
予
定
時

間
を
超
過
す
る
ほ
ど
、
白
熱

し
た
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
開
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
、
本
セ

ン
タ
ー
発
行
の
紀
要
『
成
城

大
学
共
通
教
育
論
集
』
第
四

号
（
二
〇
一
一
年
度
末
発
行
予

定
）
に
載
録
予
定
、
当
日
の

資
料
は
本
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す

（
経
済
学
部
・
阿
部
勘
一
）。

Ｆ
Ｄ
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
さ
れ
る


